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こ
れ
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
が
美
里
町
で
の

暮
ら
し
を
幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
心
身
と
も
に
美
し
く
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
、
町
の
姿
を
大
き
く

変
え
る
事
業
と
し
て
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
た
「
寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
事
業
」
お
よ
び
「
産
業
団
地
整

備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
28
日

に
寄
居
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

下
り
線
が
先
行
開
通
し
、
６
月
に
は
産
業

団
地
の
造
成
が
完
了
し
３
社
の
企
業
が
進

出
い
た
し
ま
す
。
新
た
な
「
ひ
と
・
も

の
・
お
金
」
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
地
域
経

済
が
好
循
環
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
の
核
と
な
る
地
域

活
性
化
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

具
体
的
な
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し

く
、大
き
く
変
動
し
て
お
り
、人
口
減
少
・

高
齢
化
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

不
足
と
い
う
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま

ち
に
関
わ
り
を
持
つ
人
々
、
い
わ
ゆ
る
関

係
人
口
の
増
加
を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を
傾

注
い
た
し
ま
す
。

新

規

事

業

　

現
代
の
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
の
中

で
、
豊
か
な
人
生

を
生
き
抜
き
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
機
会
を
捉
え
る
た
め
の
必
要
な
力

の
１
つ
と
し
て
、「
実
践
的
な
英
語
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、「M

isato 
EIKEN Challenge

（
美
里
英
検
チ
ャ
レ

ン
ジ
）」
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
学
校
卒
業
時
に
英
検

３
級
の
取
得
率
を
50
％
以
上
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
も
の
で
、「
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
の

実
施
」「
英
検
対
策
講
座
の
実
施
」「
英
検

検
定
料
の
補
助
」
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
32
年
度
か
ら
の
新
学
習

指
導
要
領
下
で
、
郷
土
愛
を
育
む
教
育
を

推
進
し
、
着
実
な
授
業
実
践
を
進
め
る
た

め
、
小
学
３
・
４
年
生
が
使
用
す
る
社

会
科
副
読
本
の
改
訂
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
一
層
の
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
１
小

学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
と
し
て
指
定
い
た

し
ま
す
。

　

農
業
経
営
の
安

定
化
や
、
地
域
農

業
の
継
続
的
な
発

展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、
新
規
作
物
や
新
規

導
入
す
る
機
械
、
施
設
な
ど
の
整
備
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
、「
認
定
農
業
者
支
援

事
業
補
助
金
」
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
が
健
康
で

幸
せ
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
や
保
健
医

療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ミ

ム
リ
ン
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、
現
在

２
、３
０
０
人
を
超
え
る
か
た
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
大
勢
の
か

た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
対
策
と
し
て
、
平
成

31
年
度
か
ら
は
、
高
齢
者
に
対
し
認
知
機

能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
介
護
予
防
検
診
を
段

階
的
に
行
い
、
認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら

れ
た
か
た
に
は
、
町
が
開
催
す
る
運
動
教

室
な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
予
防
検
診
の
実
施
で
は
、
認
知
機
能

の
低
下
や
フ
レ
イ
ル
を
早
期
に
発
見
し
、

早
期
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
が

自
分
ら
し
い
生
活
を
営
み
続
け
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
医
療
費

お
よ
び
介
護
給
付
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て

心
身
と
も
に
美
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　３月１日、第１回美里町議会定例会の冒頭で、原田町長
が平成31年度の町政運営に対する基本的な考え方である
施政方針を表明しました。その中から、まちの進む未来や
今後の取り組みをお伝えします。

持続可能な地域であり続けるために

平成31年度　施政方針

教
育
・
文
化

産　
　
　

業

保
健
・
福
祉
・
医
療
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ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
出
産
し
、育
て
ら
れ
る
よ
う
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
た
め
、
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
仕
組
み
で
あ
る
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

設
け
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査

や
相
談
事
業
、
家
庭
訪
問
、
産
後
の
支
援

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
こ
ど
も
医
療

費
支
給
事
業
の
対
象

年
齢
を
18
歳
年
度
末

ま
で
拡
大
し
、
子
ど

も
の
保
健
の
向
上
と

福
祉
の
増
進
を
図
り

ま
す
。

　

ま
ち
の
核
と
な

る
地
域
活
性
化
施

設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
美
里
町
農
業
振
興
審
議
会
の

意
見
聴
取
、具
体
的
な
整
備
方
針
の
検
討
、

町
内
外
の
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
行
い
、
具
体
的
な
計
画
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

主

要

事

業

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出

入
口
の
整
備
に
関

す
る
負
担
金
に
加
え
、
ア
ク
セ
ス
道
路
で

あ
る
町
道

790
号

線
の
整
備
費
を

予
算
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
関

係
機
関
と
協
力

し
、
事
業
の
早

期
完
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
、

町
民
の
生
命
の
安

全
と
財
産
を
保
護

す
る
と
と
も
に
、
防
災
情
報
や
日
常
の
一

般
行
政
情
報
を
よ
り
的
確
に
伝
達
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

切
り
替
え
る
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
防
災
行
政
無
線
で
は
、

個
人
の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
を
取
得
で
き
る
な
ど
、
情

報
取
得
手
段
を
多
様
化
す
る
機
能
を
持
た

せ
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
に
設
置
し
た
戸

別
受
信
機
を
デ
ジ
タ
ル
用
受
信
機
に
取
り

替
え
、
確
実
に
放
送
が
聞
き
取
れ
る
機
器

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
な
事
務
事
業

　

町
を
代
表
す
る

特
産
品
で
あ
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
晩
生
種
の
生
果
の
販
路
開

拓
や
、
菓
子
店
な
ど
の
協
力
に
よ
り
新
た

な
加
工
品
を
創
出
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
え
ご

ま
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
栽
培
面
積
を

拡
大
し
、
加
工
品

の
生
産
・
販
売
を

進
め
、「
美
里
え
ご

ま
」
と
し
て
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
栄
養
価
や
健
康
機
能
成
分
が

高
い
な
ど
と
注
目
さ
れ
て
い
る
機
能
性

農
産
物
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
新
た
な

特
産
品
の
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
地
作
業
を
と
お
し
て
、
有

機
栽
培
の
基
礎
を
学
ぶ
家
庭
菜
園
教
室

を
継
続
し
て
実
施
し
、
農
業
の
す
そ
野

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
手
入
れ

の
行
き
届
か
な
く

な
っ
た
里
山
・
平
地
林
を
再
生
す
る
た

め
に
竹
の
伐
採
や
下
刈
り
、
枯
損
木
の

除
去
を
行
い
、
景
観
の
向
上
や
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
発

揮
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
管
理
で
き

な
く
な
り
荒
れ
て
し
ま
っ
た
里
山
を
再

生
し
、
有
効
に
活
用
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し
、
里
山

再
生
を
と
お
し
た
地
域
貢
献
や
仲
間
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
重

要
性
を
広
く
啓
発

し
、
自
主
性
を
重

ん
じ
た
地
域
主
体
の
「
元
気
！　

い
き
い

き
100
歳
体
操
」
の
普
及
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
地
域
住
民
の

協
力
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
が
不
可

欠
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
大
勢

の
か
た
が
養
成
講
座

に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
一
層
の

周
知
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。む

す
び
に

　

様
々
な
事
業
を
と
お
し
ま
し
て
、
次
の

時
代
も
、
そ
の
次
の
時
代
も
持
続
可
能
な

地
域
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

美
里
町
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
並
び
に
議
員
各
位
の
皆
さ
ま
に
は
、

格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
町

政
運
営
に
対
す
る
施
政
方
針
と
い
た
し
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り

寄
居
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

特
産
品

　

林　
　

業

防
災
対
策

介
護
予
防

　
　

　
美
里
町
長
　

原
田
信
次



広報みさと４月号　№573　4  

MISATO TOWN NEWSMISATO TOWN NEWS

と
な
り
、

平
成
31
年
度
予
算
概
要

一
般
会
計
予
算
総
額
は
48
億
１
、
４
７
９
万
９
千
円

前
年
度
比
で
は
３
・
２
％
（
１
億
４
、
８
９
２
万
１
千
円
）
増
加
し
て

い
ま
す
。

■歳入の状況
　 上のグラフは、歳入の内訳を科目別に表したものです。この
うち、町の主要な歳入である町税が全体の35.9％を占めていま
す。今年度は、おもに法人町民税の増加により、前年度に比べ
て3,649万５千円多い17億3,035万２千円（＋2.2％）を見込んでい
ます。この町税などの町が自分で確保できる自主財源は、全体
の51.4％を占めています。　
　このほか、一定の行政サービスを維持するために国から交付
される地方交付税（７億9,082万２千円）、特定の事業を行うた
めに国から交付される国庫支出金（４億9,132万円）、町の借金
である町債（２億631万５千円）などの依存財源で構成されてい
ます。

■自主財源　
町税など町が自分で確保できる財源です。歳入
に占める自主財源の割合が高いほど、自主性が
高まり、財政も安定します。

■依存財源　 国や県から交付される財源や町債などがこれに
あたります。

■町　税　　 町民税や固定資産税など、皆さんに納めていた
だく税金です。

■繰越金 前年度の一般会計剰余金を繰り越したお金です。

■繰入金 基金や特別会計から一般会計に繰り入れるお金
です。

■地方交付税 所得税や酒税などの国税から、町の財源不足を
補てんするために交付される財源です。

■国庫支出金・
     県支出金　

児童手当など特定の事業を行うために国や県か
ら交付される財源です。

■町　債 町が借り入れる借金です。

用語の説明平成31年度　会計別予算額一覧
会 計 名 予 算 額 前年度比

一 般 会 計 48億1,479万９千円 103.2%

特
別
会
計

国民健康保険 13億6,661万９千円 104.1%

住宅資金貸付事業 ３千円 100.0%

下水道事業 7,378万６千円 146.7%

農業集落排水処理事業 ２億5,125万７千円 93.4%

介護保険 10億2,989万８千円 103.6%

後期高齢者医療 １億3,448万２千円 114.4%

小　　計 28億5,604万５千円 104.1%

水道事業会計 ５億4,609万４千円 79.3%

合　　計 82億1,693万８千円 101.5%

町税
17億3,035万２千円
（35.9％）

地方交付税
７億9,082万２千円
（16.4％）

国庫支出金
４億9,132万円
（10.2％）

県支出金
４億8,451万１千円
（10.1％）

町債
２億631万５千円
　(4.3％)

地方消費税交付金
２億56万円(4.2％)

その他※
３億6,326万６千円（7.5％）

繰入金
３億9,765万３千円（8.3％）

繰越金
１億５千万円（3.1％）

自主財源
24億7,311万円
（51.4％）

依存財源
23億4,168万９千円

（48.6％）
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民生費
14億7,534万９千円（30.6％）

総務費
７億4,925万４千円（15.6％）土木費

５億9,398万７千円
（12.3％）

教育費
４億2,989万８千円（8.9％）

衛生費
３億9,256万４千円（8.2％)

公債費
３億6,211万９千円（7.5％）

議会費　8,285万円（1.7％）

農林水産業費
４億3,056万４千円 (9.0％)

消防費　２億3,186万５千円（4.8％） その他　2,000万２千円（0.4％）

商工費　4,634万７千円（1.0％）

■歳出の状況
　上のグラフは、歳出の内訳を目的別に表したものです。
このうち、高齢者や障がい者、少子化対策などの民生費
が全体の30.6％を占めています。今年度は、地域密着型
サービス等整備費助成事業などの増大により、前年度に
比べて5,354万５千円多い14億7,534万９千円（＋3.8％）と
なっています。一方総務費は、地域活性化施設検討事業
や役場駐車場改修工事などにより、前年度に比べて3,259
万２千円多い７億4,925万４千円（＋4.6％）となっています。
　このほか、主な事業とその予算額を、また町民１人あ
たりに使われる目的別の金額をそれぞれまとめました。
参考にご覧ください。

町民１人あたりでみる今年度の予算額
民 生 費 131,481円 公 債 費 32,272円

総 務 費 66,772円 消 防 費 20,663円

土 木 費 52,935円 議 会 費 7,383円

農林水産業費 38,371円 商 工 費 4,130円

教 育 費 38,312円 そ の 他 1,783円

衛 生 費 34,985円

合計：429,087円
※平成31年3月1日の人口11,221人で算出しています。

「教育・文化」に関する事業
★Misato EIKEN Challenge

 （美里英検チャレンジ）事業
164万５千円

★学校運営協議会事業
14万５千円

「産業」に関する事業
★認定農業者支援事業
 100万円

「保健・医療・福祉」に関する事業
◆地方創生推進交付金等を活用した健康づくり事業

4,908万６千円
★地域密着型サービス等整備費助成事業

3,920万円

「街づくり」に関する事業
★地域活性化施設検討事業

1,305万８千円
◎スマートＩＣ整備事業

１億6,900万８千円
◎地方創生推進事業（道整備交付金）

１億6,857万4千円

「生活環境」に関する事業
★生活排水処理基本計画改定事業

261万円
★地域防災計画等改定事業

561万円
★防災行政無線デジタル化事業

810万円
◆消防団装備充実強化事業

1,824万5千円
★準中型免許等取得費補助事業

371万円
★消防防災支援隊事業

15万8千円

「行政」に関する事業
★まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業

253万5千円

主な事業と予算額（一般会計）
★は新規事業　　◆は一部新規・拡充事業
◎は継続事業

問合せ＝総合政策課　財政係　☎76-1114
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介護予防検診を実施します
　町では、認知症になる前の段階である「MCI※１」を早期に発見するために、介護予防
検診を次のとおり行います。費用は無料です。
　ご自身の健康管理のためにもぜひ検診してください。

※１　MCI とは
　MCI（軽度認知障害）は、認知症ではありませ
んが、完全に健康な状態でもなく、認知症になる
前段階です。日常生活は問題なく送ることができ
ているので、気がつきにくいのが現状です。何も
しなければ数年間で半数の人が認知症になる可能
性があると言われています。

※２　フレイルとは
　健常から要介護へ移行する中間の段階と言われ
ています。 具体的には、加齢に伴い筋力が衰え、
疲れやすくなり家に閉じこもりがちになるなど、
年齢を重ねたことで生じやすい衰え全般を指して
います。

検診項目 ◎あたまの健康チェック（問診） ◎嗅覚テスト
  ◎フレイル※２チェック   ◎体組成測定

① 65～67歳のかた（４月１日現在）で、認知症と診断されていない
かた

②美里町に住所を有するかた（住所地特例者は除く）

事前申込みによる予約制で実施します。対象者には４月中に個別に
通知をしますので、希望される検診日を記入し同封の介護予防検診
申込書を返送してください。なお、希望者の多い検診日は先着順と
なりますので、お早めにお申し込みください。

５月 29 日㈬・30 日㈭・ 31 日㈮

６月 １ 日㈯・ ２ 日㈰・ ４ 日㈫　　

５ 日㈬・ ６ 日㈭

問合せ＝地域包括支援センター（保健センター内）　☎76-1325

午前の部 　午前９時～正午
午後の部 　午後１時30分～４時30分

申込み

対　象

場所：保健センター
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介護予防・生活支援サービス事業（通所型サービスC）

「シニア健康あっぷ塾」参加者募集！
　この教室は、腰痛・膝痛や転倒予防のため、イスやマットなどを使
用した運動で柔軟性を高め、筋力とバランス能力をつけます。また、
お口の働きや噛むことの大切さなど、正しい口腔ケアの学習をします。
　さらに、今年度から新たに栄養プログラムを加え、フレイル予防に
取り組むことで、生活レベルを向上させることを目的としています。
自分らしい生活を続けるために、ぜひご参加ください。

■日　程　右記参照
■時　間　午前９時～11時
■対象者　
　次の①から④までの条件をすべて満たすかた
　①町内在住のおおむね65歳以上のかた
　②「基本チェックリスト」を実施し運動機能な
どに低下が認められたかた（ケアプランを作
成します）

　③医師から運動を禁止、もしくは運動の制限を
受けていないかた

　④原則として全日程（13回）参加できるかた
■場　所　保健センター
■参加費　無料
■定　員　15名程度

■送　迎　車での送迎は相談のうえ決定
■申込み　 ４月２日㈫から電話申込み開始（定員

になり次第締切）

開催日程（第１クール）
① ５月９日㈭ ⑥ ６月13日㈭ ⑪ ７月25日㈭
② ５月16日㈭ ⑦ ６月27日㈭ ⑫ ８月１日㈭
③ ５月23日㈭ ⑧ ７月４日㈭ ⑬ ８月８日㈭
④ ５月30日㈭ ⑨ ７月11日㈭
⑤ ６月６日㈭ ⑩ ７月18日㈭

※第２クールは12月からを予定しています。詳細は広報でお知らせします。

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種費用を助成します
　町では、ワクチン接種により肺炎を予防し、安心
して過ごせるよう、今年度も肺炎球菌ワクチン予防
接種費用の一部を助成します。

■自己負担額　2,000円
■期　　　間　４月１日㈪～平成32年３月31日㈫

■実 施 回 数　１回のみ
■接種対象者
①美里町にお住まいの平成32年４月１日までに65
歳以上になるかた（昭和30年４月１日以前に生ま
れたかた）で今までに肺炎球菌ワクチン予防接種
の助成を受けたことのないかた
②60歳以上65歳未満のかた（昭和30年４月２日～
昭和35年４月１日生まれ）で、心臓、じん臓、呼
吸器または免疫機能に障害がある身体障害者手帳
１級相当の、今までに肺炎球菌ワクチンを接種し
たことのないかた

※�平成31年度に65・70・75・80・85・90・95
歳および100歳以上になるかたで、今までに肺
炎球菌ワクチン予防接種の助成を受けたことが
ないかたは、法に基づく定期接種の対象となり
ます。個別に予診票を送付します。
※上記以外の年齢のかたで接種を希望されるか
たは、保健センター健康増進係へ電話（☎76-
2855）または直接窓口でお申し込みください。
後日、必要書類を送付します。
※平成30年度以前の予診票をお持ちのかたは再
度申し込みが必要となります。
※生活保護世帯および中国残留邦人等支援受給者
のかたは「受給証」などを医療機関へ提示する
と接種費用が無料となります。
※東日本大震災で被災されたかたは接種費用が無
料になります。事前にお問い合わせください。

問合せ＝保健センター　健康増進係　☎76-2855

理学療法士・歯科衛生士・管理栄養士がサポート！

問合せ＝地域包括支援センター（保健センター内）　☎76-1325
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１年に一度は＂けんしん＂を受診しましょう！
　町では、国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入しているかたを対象に、無料で受診できる
特定健診等や人間ドック検診費の助成を行っています。
　自分自身の健康状態をチェックするため、病気を早期発見するためにも、１年に一度は ＂けんしん＂
を受診しましょう。

問合せ＝住民福祉課　保険年金係　☎76-1366

　町では、特定健康診査等を次のとおり行います。
　特定健康診査等は、脳卒中や心筋梗塞、糖尿病などの生
活習慣病を引き起こすメタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）に着目した健診です。
　対象者には４月中にご案内と申込書を郵送します。無料
ですので、この機会にぜひ受診してください。

◎対象者　①�今年度中に40歳～75歳になる美里町国保加入者
　　　　　②埼玉県後期高齢者医療制度の被保険者
◎日　程　�６月17日㈪・18日㈫・19日㈬・20日㈭・
　　　　　　　21日㈮・22日㈯

８月19日㈪・20日㈫・21日㈬・22日㈭・23日㈮
◎会　場　保健センター
◎受付時間　午後１時～２時

受診までの流れ
①４月中にご案内と申込書を郵送します。
②希望日を記入し、申込書を同封の返信用封

筒で返信してください。
③６月上旬に受診日のお知らせと健診票など

を郵送します。
④当日「健診票」と「保険証」を持参し受診

してください。

特定健診等のご案内

対象事業

ポイント
もらえるよ！
1,000

　町では、疾病の早期発見と予防を図るため、予
防検診（人間ドック、脳ドックまたは併診ドック）
を受診されるかたに、その検診の費用の一部を助
成しています。

※助成は年度内（４月～翌年３月）に１回のみです。
※同一年度内に予防検診助成制度と特定健診等の両方を利用

することはできません。

人間ドックなど助成制度のご案内

国
保

①35歳以上（年度内に35歳になるかたを含む）
②美里町国民健康保険に６か月以上継続し
て加入しているかた
③国民健康保険税が完納または完納見込みのかた

後
期

①埼玉県後期高齢者医療制度の被保険者
②後期高齢者医療保険料が完納または完納
見込みのかた

＊社会保険に加入のかたへ＊
　社会保険に加入されているかた（被扶養者

含む）は、職場の健診を受診することがで
きます。

　詳しくは職場へご確認ください。

◎申請の流れ
　次の２つの方法があります。

【町指定医療機関で受診】
①受診者本人が医療機関に予約してください。
②受診前に、保険証・印鑑（朱肉を使用するもの）
をお持ちのうえ、役場へお越しください。
③受診当日、助成額を差し引いた費用を医療機
関に支払ってください。
※町指定医療機関についてはお問い合せください。

【町指定医療機関以外で受診】
①受診者本人が医療機関へ予約し受診してください。
②医療機関窓口で検診料の全額を支払ってください。
③検査結果が届いたら、検診時の領収書・検

査結果・国民健康保険被保険者証・通帳など
（振込先のわかるもの）・印鑑（朱肉を使用する

もの）をお持ちのうえ、役場へお越しください。
④後日、助成金を指定口座に振り込みます。

◎対象者

◎助成金の額
　人間ドック／脳ドック� ２万５千円
　併診ドック� � � ４万円
◎申請場所
　住民福祉課　保険年金係

受診料無料
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問合せ＝住民福祉課　保険年金係　☎76-1366

　国民年金第１号被保険者が出産した場合、出産前後の一定期間の国
民年金保険料が免除される制度が始まります。免除された期間につい
ては、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映され
ますので、忘れずに手続きをお願いします。

【対象となるかた】
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降のかた

【免除期間】
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金
保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出
産日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除され
ます。
※�出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、
早産されたかたを含みます）

【申請方法】
申請場所　住民福祉課　保険年金係
申請に必要なもの　年金手帳またはマイナンバーが確認できる書類、
　　　　　　　　　母子健康手帳

国民年金保険料学生納付特例制度について
　20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、保険料を
納めることになっています。
　しかし、経済的に保険料を納めることが難しい場合は、在学中の保
険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

【対象となるかた】
　大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校および各種学校に在学する20歳以上の学生
※�本人の前年所得が118万円を超えるときは、こ
の特例の対象とならない場合があります。

【学生納付特例制度の承認期間】
　20歳を迎えた月～平成32年３月

【学生納付特例制度の承認を受けた期間について】
　この特例の対象となった期間については、年金
の受給資格期間に算入されますが、将来の老齢基
礎年金額には反映されません。ただし、承認を受
けてから10年以内の期間であれば、さかのぼって

国民年金保険料の
産前産後期間の免除制度が始まります

問合せ＝住民福祉課　保険年金係　☎76-1366

保険料を納めることができます（追納）。追納す
ることにより、老齢基礎年金額に反映されます。
追納する保険料の額は、３年度目以降から申請当
時の保険料に加算額が上乗せされます。

【申請方法】
申請場所　住民福祉課　保険年金係
申請に必要なもの　年金手帳またはマイナンバー
が確認できる書類、学生証
※学生証に有効期限の記載がない場合は在学証明
書が必要です。

４月から
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開発環境係からのお知らせ　問76-5134

飼い犬の登録・狂犬病予防注射を必ず受けましょう！

☆集合注射での接種を希望されるかた
　犬の登録をしているかたには、はがきを送付しましたので、
必要事項をご記入のうえ、料金と一緒にお持ちください。
　はがきが届かなかったかた、他市町村などで登録後転入され
たかたは、犬の鑑札をお持ちください。

■日時・会場
◎４月18日㈭
　午前10時～11時30分 東児玉公民館
　午後 １ 時10分～ ２ 時30分 松久公民館

◎４月19日㈮
　午前10時～11時30分 役場西側駐車場
　午後 １ 時10分～ ２ 時30分 大沢公民館

大型連休のごみ収集について
４月・５月の大型連休中も、通常どおりごみの収集を行います。

【A】東児玉・広木　【B】松久・大沢（広木を除く）

※大型連休中の小山川クリーンセンターへのごみ持
ち込みの受入れは通常通り行います。

　受入日時＝月～金曜日
　　午前８時40分～正午　午後１時～４時30分
※小山川クリーンセンターでは、収集所に出せない

ごみの持ち込み料金が４月１日から「一律10㎏に
つき40円」に変更になりました。

問合せ＝児玉郡市広域市町村圏組合
　　　　環境施設課　☎22-8200

　町では、リサイクル金属で東京オリンピック・
パラリンピックのメダルをつくる「都市鉱山から
つくる！みんなのメダルプロジェクト」に参加し、
小型家電のボックス回収を実施してまいりました。
　皆さまのご協力により、メダル製作に必要な金
属量を確保できる見通しとなったため、本プロジェ

クトとしての小型家電回収は３月31日をもちまし
て終了といたしました。
　小型家電の回収ボックスは引き続き役場庁舎お
よびコミュニティセンター内に設置しております
ので、今後も皆さまのご協力をよろしくお願いし
ます。

☆次の時は必ず届け出てください。
　・犬が死亡したとき
　・飼い主の住所、氏名が変更になったとき
　・美里町に転入されたとき（前住所地で交

付された鑑札をお持ちください）

※当日、新規登録を行うことができます。
※フンの始末などの、マナーを守って接種を受けてください。
※上記日程で都合がつかない場合は、動物病院などで個別接
種を受けてください。その場合、注射料金が上記とは異な
る場合があります。

■料金（一頭分）
登録済みの犬…3,300円（①＋②）
新規登録の犬…6,300円（①＋②＋③）

（内訳） ①注射料金 2,750円
 ②注射済票交付料 550円
　 ③登録料 3,000円

４月27日 土
28日 日
29日 月 【A】可燃
30日 火 【B】可燃

５月１日 水
２日 木 【A】 可燃　【A】資源
３日 金 【B】可燃　【B】資源
４日 土
５日 日
６日 月 【A】可燃

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」終了について

　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法で、「登録は１頭につき生涯１度行うこと」
と「予防注射は毎年１回受けること」が定められています。 室

内
犬
も
登
録
・

注
射
が
必
要
で
す
！
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◇定額出力50Kw 以上の太陽光発電施設は着
工の30日前までに太陽光発電施設計画届
出書の提出が必要です。提出の際は、近隣
住民への説明会の結果や計画図など必要な
資料を添付し届出てください。

※詳しい内容および様式のダウンロードにつ
いては、町ホームページをご確認ください。

■大規模発電施設の届出の手順

要望などがあった場合

近隣住民への周知
（説明会など）

住民からの要望への
検討・対応

着工の30日前までに
太陽光発電施設計画
届出書を提出

着　工

問合せ＝建設水道課　開発環境係　☎76-5134

　太陽光発電施設の設置をお考えのかたは建
設水道課　開発環境係にご相談ください。

　美里町内で全量売電を目的とする太陽光発
電施設（建築物などに設置するものを除く）
を設置する場合、「美里町太陽光発電施設の設
置に関する要綱」の対象となります。町内の
安全管理や周辺環境維持のため、関係法令の
遵守や地域住民への配慮などをお願いします。

美里町浄化槽設置整備事業補助金交付制度

　合併処理浄化槽にすると、側溝などに排水される汚水の汚れが大幅に減少します。
さらに、悪臭や害虫の発生を抑制し、生活環境の向上にもつながります。

－合併処理浄化槽へ転換するかたの負担を軽減するために、補助金を交付しています。－

◎単独処理浄化槽とは…
トイレのみ処理し、その他の生活雑排水は未

処理のまま側溝を通じ河川に流れ、河川を汚

す原因になります。

◎合併処理浄化槽とは…
雨水を除く生活雑排水(トイレ・お風呂・

キッチンなど)を処理します。

■対象地域＝浄化槽整備区域と公共下水道整備区
域内の未供用区域
※公共下水道供用開始区域と農業集落排水整備区
域は対象外です。

■対象者＝専用住宅に単独浄化槽または汲み取り
便槽を10人槽以下の合併処理浄化槽に入れ替え
るかた
※新築、増築、改築に伴う場合は対象外です。

■補助金額（最大）＝ ５人槽　514,000円
� � � � ７人槽　596,000円
� � � � 10人槽　730,000円
※条件により異なります。
■申込期限＝平成32年１月31日㈮
◎補助基数に限りがあります。詳しくは、お問い
合わせください。

合併処理浄化槽

補助基数に

限りあり！！

問合せ＝建設水道課　上下水道係　 ☎76-1116

「合併処理浄化槽」を設置して快適な生活環境を

太陽光発電施設の設置をお考えのかたへ
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登録・利用についての問合せ
　緊急サポートセンター埼玉
　☎048-297-2903　ＦＡＸ050-3488-0147
　Mail：byoujihoiku@oboe.ocn.ne.jp

利用の流れ　～ご利用には事前の登録が必要です～
登録する

①「緊急サポートセンター埼玉」で検索。
②美里町をクリック！
　内容をよくご確認のうえ、入会申込フォームに

入力し、送信してください。
③登録完了！
※インターネットを使わないかたは郵送、FAXで

必要書類をお送りしますのでご連絡ください。
　住民福祉課 戸籍福祉係（☎76-5132）にも入

会申込書があります。

依頼する
利用希望日時が決まったら、緊急サポートセンター
埼玉（☎048-297-2903）に連絡

緊急サポートセンター
埼玉ホームページ

制度についての問合せ
　住民福祉課     戸籍福祉係　 ☎76-5132

緊急サポートセンター埼玉
☎０４８-２９７-２９０３

（午前７時～午後８時　土日可）
※美里町から委託を受け、

運営しています。

預かり対象年齢

原則０歳～小学校６年生まで

利用時間・料金
利用時間　午前５時～午後10時
利用料金　800円～1200円

利用会員 サポート会員

（１時間当たり）

※美里町から１時間あたり300円～400円
の利用料補助があります。利用後に住
民福祉課へ申請を！

①研修後
　会員登録

①会員登録
②サポートの依頼

④援助活動

⑤利用料金
　など支払い

③依頼の連絡・
　援助中のフォロー

ゆっくり
買い物したい

急な仕事や冠婚
葬祭がはいった

保育園の迎えが
間に合わない

ちょっと息抜きしたい　急用ができてしまった　そんな時は…

ファミリーサポートセンター・
緊急サポートセンターを

ご利用ください
美里町ファミリーサポートセンター・緊急サポートセンターは、子育てのお手伝いをして
欲しいかた（利用会員）とお手伝いをしたいかた（サポート会員）が会員となり、センター
の仲介を通して、会員同士が支え合う活動です。

③サポート
　会員を紹介

※保険　ＮＰＯ総合保険加入（賠償責任・傷害保険）
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　医療保険適用後の自己負担分の医療費を助成する
制度です。

福祉３医療助成制度のついて

１．重度心身障害者医療費助成制度
【対象者】

○身体障害者手帳１級～３級のかた
○療育手帳Ⓐ、Ａ、Ｂのかた
○精神障害者保健福祉手帳１級のかた
○65歳以上で後期高齢者医療制度の障害認定を受

けたかた（65歳未満で後期高齢者医療制度の障害
認定を受けられる状態であったかたに限ります。）

※65歳以上で新規に手帳を取得されたかたはこの
制度の対象外です。

２．こども医療費助成制度
【対象者】

○０歳から18歳到達後（３月31日）までの子ども

３．ひとり親家庭等医療費助成制度
【対象者】

○母子・父子家庭の母・父と18歳未満の児童（一定
の障害のある児童がいる場合20歳未満。以下同じ）

○父母のいない18歳未満の児童の養育者とその児童
○父または母に一定の障害のある家庭の18歳未満

の児童とそれを監護する父または母
※児童扶養手当に準じた所得制限があります。

後期高齢者医療制度の障害認定について
65歳以上75歳未満で障害をお持ちのかた

65歳以上75歳未満のかたで一定の障害があるかた
は、申請により後期高齢者医療制度に加入すること
ができます。

【対象者】
○身体障害者手帳１級～３級のかた
○身体障害者手帳４級のかたで、次のいずれかに

該当されるかた
　①下肢障害４級１号
　　（両下肢のすべての指を欠くもの）
　②下肢障害４級３号
　　（一下肢を下腿の２分の１以上欠くもの）
　③下肢障害４級４号
　　（一下肢の著しい障害）
　④音声機能または言語機能の著しい障害
○療育手帳Ⓐ、Ａのかた
○精神障害者保健福祉手帳１級、２級のかた
○障害基礎年金１級、２級の国民年金証書をお持

ちのかた

【申請方法】
◎申請場所　住民福祉課　保険年金係
◎持参するもの
・現在加入している保険証（被保険者証）
・印鑑
・障害の程度がわかるもの（障害者手帳、年金証

書（障害年金）など）
【保険料について】

　障害認定により後期高齢者医療制度に加入する
場合は、加入月から後期高齢者医療保険料をご
負担いただきます。希望する場合は、申請前に
保険料を試算します。

※月の途中で認定を受ける場合は、それまで加入
していた医療保険と後期高齢者医療制度とで、
それぞれ高額療養費の自己負担限度額を負担す
ることになりますのでご注意ください。

問合せ＝住民福祉課　保険年金係　☎76-1366

問合せ＝住民福祉課　戸籍福祉係　☎76-5132

特別障害者手当、
障害児福祉手当について

特別障害者手当
　在宅での日常生活において、重度の障害ゆえに
特に必要とされる介護などの負担を軽減するため
の手当です。

【対象者】
　20歳以上であって、精神障害（知的障害を含む）
または身体の重度の障害により、日常生活におい
て常時特別の介護を要する状態にあるかた。
※詳細はお問い合わせください。

【手当額】　月額　27,200円（平成31年度）

障害児福祉手当
　在宅の重度障害児のかたに対する福祉の措置の一
環として実施されている手当です。

【対象者】
　20歳未満であって、身体障害者手帳の１級の一
部及び２級の一部のかた、療育手帳Ⓐのかた並び
に常時介護を要する精神障害者その他これと同程
度のかた。
※詳細はお問い合わせください。

【手当額】　月額　14,790円（平成31年度）
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身馴川公園身馴川公園

美里中学校美里中学校

大沢小学校

１

２

４

５６

７

８

９
10

11

12

項　　目 ポイント獲得条件 ポイント数

歩　　　数 １日の歩数が各年齢別に設定された目標歩数を達成 ３～12 ポイント / 日

特定健診等
特定健診、後期高齢者医療健診、※職場健診、※学校健診、
※人間ドックのいずれかを受診
※は結果を保健センターへ提出

1,000 ポイント

がん検診等 各種検診などを受診（町の受診券を利用すること）
１つの検診につき

200 ポイント

高齢者いきいき対策
（サロン）事業

高齢者いきいき対策（サロン）事業に参加 200 ポイント / 回
( 上限 1,000ポイント )

事業・イベント

公民館が実施する運動教室に参加 上限2,000 ポイント

元気！いきいき 100 歳体操に参加 20 ポイント／回
（上限 1,000 ポイント）

平成31年度　元気！いきいき 100 歳体操サポーター養成講座修了者 1,000 ポイント

保健センターの実施事業に参加 ( 健康づくりに関するもの ) 上限500ポイント

公民館の実施事業に参加 ( 健康づくりに関するもの ) 上限300ポイント

■ポイント項目（４月～７月）

年　　齢 ３ポイント ６ポイント ９ポイント 12 ポイント
20歳～ 39 歳 3,000歩 4,000歩 6,000歩 8,000 歩

40 歳～ 64 歳 3,000歩 4,000歩 5,000歩 7,000 歩

65 歳～ 74 歳 1,000歩 3,000歩 5,000歩 6,000 歩

75 歳～ 1,000歩 2,000歩 4,000歩 5,000 歩

■歩数によるポイント

■事業スケジュール

獲得したポイントを「みさと元気チケット」
と交換（上限は5,000ポイント）

平成32年度中を予定

ポイント項目に取り組み、ポイントを獲得

平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日

※参加申し込みは随時受付中!!

平成30年４月１日～平成31年３月31日までに
　　　　　　　　　　　　　　獲得したポイントの交換時期について

○保健センターでのポイント交換会…３日間（６月下旬を予定）
○引換券の発送…………………………５月中旬を予定

○商工会でのポイント交換……………６月下旬～７月中旬を予定

■データ送信方法
１　歩数計をリーダーライターの上にのせる。

　　のせると               が青く光ります。

２　　　　　　　が緑色に点滅したら

     歩数計をはずす。

歩数計データを
送信します。

送信が
終了しました

問合せ＝保健センター　健康増進係　☎ 76-2855

平成31年度ミムリン健幸ポイント事業

ポイントを貯めて
「みさと元気チケット」と交換しよう！

※８月１日からのポイント項目については、
決まり次第広報にてお知らせします。

　

歩数計は過去 30日分の歩数の

データしか保存できないよ！

保存期間を過ぎないよう歩数の

データを送信してね！

３

美里町役場
★

★★

★

★

★

★

★

★

★

★

 体育広場
東児玉小学校

★
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項　　目 ポイント獲得条件 ポイント数

歩　　　数 １日の歩数が各年齢別に設定された目標歩数を達成 ３～12 ポイント / 日

特定健診等
特定健診、後期高齢者医療健診、※職場健診、※学校健診、
※人間ドックのいずれかを受診
※は結果を保健センターへ提出

1,000 ポイント

がん検診等 各種検診などを受診（町の受診券を利用すること）
１つの検診につき

200 ポイント

高齢者いきいき対策
（サロン）事業

高齢者いきいき対策（サロン）事業に参加 200 ポイント / 回
( 上限 1,000ポイント )

事業・イベント

公民館が実施する運動教室に参加 上限2,000 ポイント

元気！いきいき 100 歳体操に参加 20 ポイント／回
（上限 1,000 ポイント）

平成31年度　元気！いきいき 100 歳体操サポーター養成講座修了者 1,000 ポイント

保健センターの実施事業に参加 ( 健康づくりに関するもの ) 上限500ポイント

公民館の実施事業に参加 ( 健康づくりに関するもの ) 上限300ポイント

■ポイント項目（４月～７月）

年　　齢 ３ポイント ６ポイント ９ポイント 12 ポイント
20歳～ 39 歳 3,000歩 4,000歩 6,000歩 8,000 歩

40 歳～ 64 歳 3,000歩 4,000歩 5,000歩 7,000 歩

65 歳～ 74 歳 1,000歩 3,000歩 5,000歩 6,000 歩

75 歳～ 1,000歩 2,000歩 4,000歩 5,000 歩

■歩数によるポイント

■事業スケジュール

獲得したポイントを「みさと元気チケット」
と交換（上限は5,000ポイント）

平成32年度中を予定

ポイント項目に取り組み、ポイントを獲得

平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日

※参加申し込みは随時受付中!!

平成30年４月１日～平成31年３月31日までに
　　　　　　　　　　　　　　獲得したポイントの交換時期について

○保健センターでのポイント交換会…３日間（６月下旬を予定）
○引換券の発送…………………………５月中旬を予定

○商工会でのポイント交換……………６月下旬～７月中旬を予定

■データ送信方法
１　歩数計をリーダーライターの上にのせる。

　　のせると               が青く光ります。

２　　　　　　　が緑色に点滅したら

     歩数計をはずす。

歩数計データを
送信します。

送信が
終了しました

問合せ＝保健センター　健康増進係　☎ 76-2855

平成31年度ミムリン健幸ポイント事業

ポイントを貯めて
「みさと元気チケット」と交換しよう！

※８月１日からのポイント項目については、
決まり次第広報にてお知らせします。

　

歩数計は過去 30日分の歩数の

データしか保存できないよ！

保存期間を過ぎないよう歩数の

データを送信してね！

３

美里町役場
★

★★

★

★

★

★

★

★

★

★

 体育広場
東児玉小学校

★データ送信場所一覧
①セブン－イレブン　美里小茂田店

②菓子処たかはし

③セブン－イレブン　美里南十条店

④セブン－イレブン　美里古郡店

⑤美里町役場

⑥保健センター

⑦コミュニティセンター

⑧セブン－イレブン　美里中里店

⑨美里万葉の里直売所

⑩円良田特産センター

⑪奈雲商店 ( 水・金曜日のみ )

⑫萩原電機商会

新たに町内２箇所にリーダーライ
ターを設置しました。
これにより、12箇所で歩数計のデー
タを送信することができます。

■歩数計のデータ送信場所

新たに
２箇所

設置
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MISATO TOWN NEWSMISATO TOWN NEWS

　４月１日から、施策や業務量に応じて柔軟な事務配分ができるようにする
ことと、保健事業体制の強化を図るために、事務組織を次の通り再編します。

事務組織編制を変更します！

旧課名 新課名 主な事務内容
旧係名 新係名

総合政策課
まち創生係

総合政策課

まち創生係 ○ 総合振興計画、公共交通（タクシー）、情報システム、指名参
加のことなど

財　政　係 ○ 町の予算・決算、財産管理、入札・契約、ふるさと納税の
ことなど

秘書広報職員係 秘書広報職員係 ○ 秘書、職員の人事・給与・研修、広報広聴、ホームページ、
ミムリンのことなど

住民福祉健康課

住民福祉係
住民福祉課

戸籍福祉係

○ 戸籍、住民票、印鑑登録、各種届出（出生・婚姻・死亡ほか）、
通知カード、マイナンバー（個人番号）カードのことなど

○ 生活保護、障害者福祉、高齢者福祉、美里湯友カードのこ
となど

○こども福祉、保育所、児童手当、こども医療のことなど

保険年金係 保険年金係
○ 国民健康保険、人間ドック、高額療養費、国民年金、後期

高齢者医療のことなど
○要介護認定、介護保険給付のことなど

保健センター係
保健センター

健康増進係
○ミムリン健康ポイント事業のことなど
○ 各種がん検診、健康相談教育、各種予防接種、献血のこと

など

子育て支援係
○子育て世代包括支援センターのことなど
○妊娠・出産・子育てのことなど
○乳幼児健診、母子手帳発行のことなど

包括支援
センター係

包括支援係
○ 地域包括支援センターのことなど
○ 介護予防ケアマネジメント、介護予防事業、権利擁護、総

合相談、包括的・継続的ケアマネジメントのことなど

建設水道課

建設環境係

建設水道課

土　木　係 ○道路・橋・河川の改良・補修、スマートＩＣのことなど

開発環境係
○ 建築確認、土地登記、町道の認定・廃止、道路敷地等の占用、

道水路の境界確認、都市計画、宅地開発、公園管理のことなど
○ ごみの収集運搬、環境の保全、交通安全、公害対策、犬の

登録のことなど

上下水道係 上下水道係

○ 水道水の供給、水道管工事、水道施設の管理、水道料金の徴収、
量水器（メーター）の点検のことなど

○ 農業集落排水工事・施設の維持管理、公共下水道工事、合併浄
化槽補助事業のことなど

問合せ＝総合政策課　秘書広報職員係　☎76-1114

　町では、臨時職員を希望するかたの登録を受け
付けています。
　登録後、臨時職員を雇用する必要が生じたとき
には、登録されたかたの中から面接などにより選
考し、勤務していただきます。

職　種＝一般事務
賃　金＝時給900円から

勤 務日・時間＝月曜日～金曜日　午前８時30分～
午後５時15分（勤務日および時間応相談）

受付け＝随時受け付けています。
申込み＝市販の履歴書（顔写真貼付、履歴書はお
返しできません）に必要事項を記入の上、総合
政策課　秘書広報職員係まで持参してください。

問合せ＝総合政策課　秘書広報職員係
　☎76-1114

臨時職員希望者の登録

状況に応じた柔軟な事務配分の実施と保健事業体制の強化のため

※上下水道係の変更はありません。
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町
長
コ
ラ
ム

17  平成31年４月

食事の基本『バランス』を覚える！

自分のからだは、自分の食べた物からできています。
毎日の食事は心身の健康をつくります

ビタミン・ミネラル・
食物繊維の供給源

副 菜

たんぱく質、脂質の供給源
主 菜

その他

炭水化物の供給源
主 食

問合せ＝保健センター　健康増進係　☎ 76-2855

　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
②
　
北
向
神
社

　

町
内
に
は
ご
利
益
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
今
月
号
で
は
、小
茂
田
の
北
向
神
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

北
向
神
社
伝
に
よ
る
と
、
延
暦
二
十
年（
８
０
１
）に
征

夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
、
蝦
夷
平
定
の
た
め
東
北
地

方
に
出
陣
し
た
折
り
、
当
地
を
訪
れ
、
身
馴
川
に
棲
み
つ

い
て
周
辺
の
村
々
の
田
畑
を
荒
ら
し
回
り
人
々
を
苦
し
め

る
大
蛇
を
退
治
し
よ
う
と
し
た
際
、
上
野
国（
群
馬
県
）赤

城
山
の
神
霊
で
あ
る
赤
城
大
明
神
の
霊
威
を
い
た
だ
き
、

み
ご
と
に
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
坂
上
田
村
麻
呂
は
、小
茂
田
を
は
じ
め
沼
上
・

十
条
・
阿
那
志
・
古
郡
の
五
か
所
に
赤
城
大
明
神
を
勧か

ん
じ
ょ
う請

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
々
が
赤
城
山
に
向
か
っ
て
北
向

に
神
を
ま
つ
っ
た
た
め
、
北
向
大
明
神
と
か
北
向
様
と
崇

め
ら
れ
、
五
神
の
北
向
神
社
を
総
称
し
て「
五
社
の
明
神
」

と
呼
ば
れ
、
四
か
所
に
ま
つ
ら
れ
た
薬
師
如
来
は「
四
仏
の

薬
師
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

小
茂
田
の
北
向
神
社
は
、
邪
気
を
祓
い
、
ひ
と
び
と
の

幸
福
を
願
う
節
分
祭
行
事
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
古
く
か

ら
五
穀
豊
穣
や
厄
除
け
、
子
育
て
を
は
じ
め
、
病
気
平へ

い

ゆ癒

や
勝
利
祈
願
、
安
全
祈
願
な
ど
に
も
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沼
上
・
十
条
・
阿
那
志
・
古
郡
の

四
か
所
に
は
薬
師
如
来
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ご
朱
印
ガ
ー
ル
な
る
、
神
社
を
巡
り
ご
朱
印
を

い
た
だ
く
若
い
女
性
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
小
茂
田

の
北
向
神
社
で
は
、
ご
朱
印
を
求
め
て
若
い
女
性
か
ら
ご

高
齢
の
か
た
が
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
「
五
社
の
明
神
」と「
四
仏
の
薬
師
」を
訪
れ
、
ご
利
益
と

病
気
の
完
治
回
復
を
祈
願
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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堆
肥
の
施
用
・
保
管
に
は
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
農
地
な
ど
へ
の
堆
肥
な
ど
の

不
当
な
大
量
投
与
を
防
止
す
る
た
め
、
堆

肥
な
ど
の
施
用
・
保
管
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
堆
肥
の
施
用
、
保
管
に
関
す
る
届
出
】

　

植
物
を
栽
培
す
る
た
め
、
左
記
基
準
を

超
え
る
堆
肥
を
施
用
ま
た
は
保
管
す
る
場

合
は
、
30
日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

【
堆
肥
の
施
用
】

◎
農
地
…「
一
作
に
つ
き
20
ｔ
」か
つ「
10
ａ

あ
た
り
20
ｔ
」

◎
森
林
…「
５
ｔ
」か
つ「
１
ha
あ
た
り
５

ｔ
」

※
木
質
チ
ッ
プ
な
ど（
樹
皮
、剪
定
枝
な
ど
）

を
施
用
す
る
場
合

◎
農
用
地
…
10
ａ
あ
た
り
100
立
法
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し
、
果
樹
園
は
10
ａ
あ
た
り

150
立
法
メ
ー
ト
ル
で
す
。

◎
森
林
…
１
ha
あ
た
り
500
立
法
メ
ー
ト
ル

【
堆
肥
の
保
管
】

　

保
管
場
所
１
箇
所
に
つ
き「
50
ｔ
」

�

堆
肥
を
施
用
す
る
際
は

　

家
畜
ふ
ん
尿
や
木
質
チ
ッ
プ
な
ど
を
原

料
と
す
る
堆
肥
の
大
量
施
用
は
、
悪
臭
や

衛
生
害
虫（
ハ
エ
、
ヤ
ス
デ
な
ど
）の
発
生

原
因
と
な
り
ま
す
。
施
用
の
際
は
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
よ
く
腐
熟
し
た
堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と

②
施
用
後
は
、
臭
気
の
飛
散
を
抑
え
る
こ

と（
速
や
か
に
耕
起
す
る
、
し
っ
か
り
覆

土
す
る
）

③
栽
培
す
る
品
目
な
ど
に
応
じ
て
、
適
正

な
施
用
量
と
す
る
こ
と

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
農
林
公
社（
農
地
中
間
管
理
機

構
）が
中
間
的
な
受
け
皿
と
な
り
、
農
地
を

所
有
者
か
ら
借
り
て
そ
れ
を
貸
し
付
け
る

こ
と
で
地
域
の
担
い
手
に
農
地
を
集
約
す

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
広
木
・
駒
衣
・
古
郡
・
沼

上
・
北
十
条
・
南
十
条
・
根
木
・
下
児
玉

の
農
地
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
域
内
の
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
か
た
で
、
ま
だ
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
ぜ
ひ
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
農
林
商
工
課
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

森
林
の
樹
木
を
伐
採
す
る
と
き
は

「
伐
採
届
」
が
必
要
で
す

　

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

森
林（
保
安
林
を
除
く
）の
木
を
伐
採
す
る

と
き
は
、
森
林
法
に
よ
り
、「
伐
採
届
」の
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伐
採
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
対
象
と

な
っ
て
い
る
森
林
か
を
農
林
商
工
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
届
出
対
象
者
】

◎
森
林
所
有
者
が
自
分
で
伐
採
す
る
と
き

は
、
森
林
所
有
者
が
提
出
し
ま
す
。

◎
森
林
所
有
者
が
請
負
に
よ
っ
て
伐
採
す

る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
と
伐
採
業
者

が
連
名
で
提
出
し
ま
す
。

【
届
出
期
間
】

◎
伐
採
を
始
め
る
30
日
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。無
届
で
伐
採
し
た
場
合
は
、

森
林
法
に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◎
森
林
以
外
に
転
用
す
る
た
め
、
０
・

１

�

ha
以
上
１
ha
以
内
の
開
発（
土
地
の
形

質
変
更
）を
伴
う
伐
採
を
行
う
場
合
は
、

「
伐
採
届
」と
あ
わ
せ
て「
小
規
模
林
地
開

発
行
為
届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
１
ha
を
超
え
る
開
発
を
行
う
場
合
は
、

「
伐
採
届
」で
な
く
、
埼
玉
県
寄
居
林
業

事
務
所
に「
林
地
開
発
許
可
」の
申
請
が

必
要
で
す
。

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

に
よ
り
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

か
た
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
森
林
法
に

よ
り「
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書
」の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
届
出
期
間
】

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、
資
材
置
場
な

ど
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要

で
す
。

農
林
商
工
課
・
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
＝
農
林
商
工
課　

産
業
振
興
係
・
農
業
委
員
会

　
　
　
　

☎
76‒

５
１
３
３
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ま
た
、
転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域（
青
地
）に

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

転
用
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず

転
用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
を
行
っ
た
後
、
農
地
転
用

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

転
用
を
お
考
え
の
か
た
は
、
必
ず
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
地
転
用
の
許
可
】

◎
対
象
に
な
る
農
地

　

登
記
地
目
が
農
地
の
土
地
。
ま
た
、
登

記
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
農
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
転
用
の
可
否

　

転
用
の
許
可
は
農
地
法
の
基
準（
場
所

や
目
的
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）に
よ
り

判
断
さ
れ
ま
す
。

◎
申
請
手
続
き

　

毎
月
10
日（
10
日
が
土
日
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
の
開
庁
日
）ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
か
か
る
期
間
は

お
お
よ
そ
２
か
月
で
す
。

【
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
】

◎
除
外
の
要
件

　

除
外
す
る
に
は
、
次
の
５
つ
の
要
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ
り
、
他
に

代
替
す
べ
き
土
地
が
な
く
、
農
地
転
用
、

建
築
確
認
許
可
な
ど
、
必
要
な
許
認
可

の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

②
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化

そ
の
他
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
な
い

こ
と
。

③
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
営

む
者
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
に

支
障
が
な
い
こ
と
。

④
土
地
改
良
施
設
な
ど
の
機
能
に
支
障
が

な
い
こ
と
。

⑤
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
工
事
が
完
了
し

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年

を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

◎
申
出
手
続
き

　

４
月
、
７
月
、
10
月
、
１
月
の
各
10
日

（
10
日
が
土
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日

の
開
庁
日
）ま
で
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
出
か
ら
除
外
ま
で
に
か
か
る
期
間
は

お
お
よ
そ
７
、８
か
月
で
す
。

平
成
31
年
度
の

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

　

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
に
つ
い
て
、
需
要

に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
水
田
農
業
全
体

と
し
て
の
所
得
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
農

業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
こ
の
対
策

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
方
法
】

　

４
月
に
農
事
部
長
か
ら
配
布
さ
れ
る
営

農
計
画
書
に
作
付
計
画
を
記
入
し
て
、
農

林
商
工
課
ま
た
は
美
里
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
】

１　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　

食
糧
自
給
率
向
上
に
向
け
て
、
水
田
を

有
効
活
用
し
て
戦
略
作
物
を
生
産
す
る
農

業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
戦
略
作
物
…
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
、

米
粉
用
米

①
対
象
者

　

販
売
目
的
で
、
戦
略
作
物
を
生
産
す
る

農
業
者

②
交
付
単
価　

▼
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

 
 

⇩

３
万
５
千
円
／
10
ａ

▼
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

 
 

⇩

８
万
円
／
10
ａ

▼
加
工
用
米

 
 

⇩

２
万
円
／
10
ａ

▼
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

 
 

⇩

収
量
に
応
じ
、
５
万
５
千
円
～

�
�

　

10
万
５
千
円
／
10
ａ

※
そ
の
他
、
地
域
の
特
色
あ
る
産
品
を
支

援
す
る
産
地
交
付
金（（
二
毛
作
、
耕
畜

連
携
へ
の
支
援
を
含
む
）が
あ
り
ま
す
。

２　

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

　

畑
や
水
田
に
お
い
て
、麦
、大
豆
、そ
ば
、

な
た
ね
を
販
売
目
的
で
生
産
す
る
農
業
者

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
対
象
者

　

対
象
作
物
を
販
売
目
的
で
生
産
を
行
う

販
売
農
業
者
で
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
ま
た
は
認
定
新
規
就
農
者

②
数
量
払
い
交
付
単
価

▼
小
麦 

６
、８
９
０
円
／
60
㎏

▼
二
条
大
麦 

５
、４
６
０
円
／
50
㎏

▼
六
条
大
麦�

５
、６
９
０
円
／
50
㎏

▼
は
だ
か
麦�

８
、１
９
０
円
／
60
㎏

▼
大
豆�

９
、０
４
０
円
／
60
㎏

▼
そ
ば�

１
万
６
、８
４
０
円
／
45
㎏

※
こ
れ
ら
の
交
付
単
価
は
、
平
成
29
年
～

平
成
31
年
産
の
平
均
交
付
単
価
で
す
。

等
級
や
ラ
ン
ク
に
よ
り
交
付
額
が
変
わ

り
ま
す
。

③
面
積
払
い（
営
農
継
続
支
払
）交
付
単
価

　

当
年
産
の
作
付
面
積
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

面
積
払（
営
農
継
続
支
払
）の
単
価
：

２
０
、０
０
０
円
／
10
ａ

　
（『
そ
ば
』は
１
３
、０
０
０
円
／
10
ａ
）

　

米
価
は
産
地
銘
柄
ご
と
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
農
業
者

が
市
場
動
向
や
自
ら
の
販
売
実
績
な
ど
を

踏
ま
え
、
ど
の
作
物
を
ど
れ
だ
け
生
産
し
、

誰
に
ど
の
よ
う
に
販
売
す
る
の
か
と
い
う

戦
略
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。
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環
境
に
や
さ
し
い
営
農
活
動
に
取
り

組
む
農
業
者
の
か
た
へ

　

化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
減
ら
し
た

農
業
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
営
農
に
取

り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
国
・
県
・
町
が

補
助
金（
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
）を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
践
し
て
い
る
農
業

者
、
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
、
埼

玉
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
な
ど
を
受
け

て
い
る
農
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体

※
美
里
町
環
境
保
全
型
農
業
推
進
協
議
会

に
加
入
す
る
こ
と
が
交
付
条
件
と
な
り

ま
す
。（
個
人
で
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。）

【
対
象
と
な
る
取
組
み
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
取
組
み

①
緑
肥
な
ど
を
作
付
し
、
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
５
割

以
上
低
減
さ
せ
た
取
組
み（
カ
バ
ー
ク

ロ
ッ
プ
）

②
畝
間
に
麦
類
な
ど
を
作
付
し
、
化
学
肥

料
・
化
学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か

ら
５
割
以
上
低
減
さ
せ
た
取
組
み（
リ
ビ

ン
グ
マ
ル
チ
）

③
有
機
農
業
の
取
組
み　

な
ど

【
交
付
単
価
】

　

10
ａ
あ
た
り
８
千
円
以
内

【
申
請
期
限
】

　

５
月
７
日
㈫

水
田
の
給
水
栓
管
理
に
つ
い
て

　

４
月
下
旬
か
ら
農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
の
通
水
が
始
ま
り
ま
す
。

　

給
水
栓
の
劣
化
や
ゴ
ミ
の
詰
ま
り
に
よ

り
、
水
が
止
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

通
水
前
に
各
自
、
清
掃
・
点
検
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

※
給
水
栓
の
各
部
品
に
つ
い
て
は
農
林
商

工
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
修
資
金
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

町
内
商
工
業
の
活
性
化
と
町
内
居
住
者

の
住
環
境
の
向
上
の
た
め
、
住
宅
改
修
工

事
費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。
自
己
が

所
有
す
る
住
宅（
倉
庫
な
ど
は
除
く
）の
改

修
工
事
に
対
し
、
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限

り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
要
件
】

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た

・
工
事
金
額
が
10
万
円
以
上（
消
費
税
を

除
く
）で
あ
る
こ
と

・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
町
内
業
者
に
よ
る
住
宅
改
修
工
事
で
あ

る
こ
と

【
申
請
方
法
】

　

工
事
着
工
前
に
申
請
書
に
必
要
な
書
類

を
添
え
、
農
林
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
交
付
方
法
・
交
付
額
】

　

改
修
工
事
完
了
報
告
後
、
対
象
と
な
る

改
修
工
事
金
額
の
30
％
に
相
当
す
る
額（
上

限
10
万
円
・
千
円
未
満
切
捨
て
）を
美
里

町
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券「
み
さ
と

元
気
チ
ケ
ッ
ト
」で
交
付
し
ま
す
。

農
地
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

　
「
農
地
バ
ン
ク
制
度
」と
は
、
農
地
の
所

有
者
の
か
た
に
耕
作
や
管
理
が
困
難
に

な
っ
た
農
地
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
情
報
を
農
地
の
借
受
な
ど
を
希
望
す
る

か
た
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
貸
借
な
ど
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

遊
休
農
地
の
発
生
を
防
止
し
、
農
地
の

有
効
利
用
の
た
め
、「
農
地
を
貸
し
た
い
・

売
り
た
い
」、「
農
地
を
借
り
た
い
・
買
い
た

い
」と
考
え
て
い
る
か
た
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
里
町
内
農
産
品
販
売
促
進
事
業
に

つ
い
て

　

町
内
の
農
林
水
産
物
お
よ
び
そ
れ
ら
を

原
料
と
す
る
加
工
品
の
販
売
促
進
に
つ
な

が
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◎
店
舗
開
設
支
援
事
業

【
事
業
内
容
】

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
が
、
町
内

で
小
売
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
週
５
日

以
上
営
む
店
舗
の
新
築
・
増
改
築
・
修
繕

に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

【
交
付
要
件（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）】

①
新
た
に
店
舗
を
経
営
す
る
こ
と

※
世
代
交
代
に
よ
る
も
の
も
含
み
ま
す

②
町
内
建
築
業
者
に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ

と
③
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
品
を
扱
う
店

舗
で
あ
る
こ
と

④
建
築
工
事
費
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

　

※
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額
を

除
い
た
工
事
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

※
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
店
舗
の

用
に
供
す
る
部
分
に
限
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
一
人
に
対
し
１
回
限
り
の
交
付
と
な
り

ま
す
。

※
１
、０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
と

し
ま
す
。

◎
営
業
許
可
取
得
支
援
事
業

　

食
品
衛
生
法
な
ど
に
基
づ
く
営
業
許
可

や
食
品
衛
生
責
任
者
の
資
格
取
得
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
事
業
計
画
の
あ
る
か
た
は
事
前
に

農
林
商
工
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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①土地、家屋帳簿の縦覧
　町内所在の課税対象となる土地または家屋につい
て、土地の納税者は、自己所有の土地だけでなく他
の所有の土地も含めて土地課税台帳に登録された価
格を縦覧できます。
　また、家屋の納税者は、自己所
有の家屋だけでなく他の所有の家
屋も含めて家屋課税台帳に登録さ
れた価格を縦覧できます。

②固定資産課税台帳の閲覧
　固定資産課税台帳のうち自己の資産について記載
された部分を閲覧できます。
　また、土地を借りているかたはその土地について、
家屋を借りているかたはその家屋とその敷地の土地に
ついて、固定資産課税台帳の記載内容を閲覧できます。

③宅地の標準的な価格の閲覧
　固定資産税に係る標準的な宅地の価格について、
どなたでも閲覧できます。

土地・家屋縦覧帳簿の縦覧と固定資産税台帳の
閲覧制度を利用してみませんか

納税者の皆さまへお知らせ

■縦覧・閲覧期間
⑴土地、家屋帳簿の縦覧について
　４月１日㈪～５月31日㈮の午前８時30分～午後

５時15分（土日、祝日を除く）
⑵固定資産課税台帳の閲覧と宅地の標準的な価格

の閲覧について
　毎日、午前８時30分～午後５時15分（土日、祝日

を除く）
■縦覧・閲覧場所
　総務税務課　税務係窓口
■手数料
　無料（②については、閲覧期間以外は有料になります。）
■持参するもの　①、②を希望されるかたは、身

分証明書（免許証、保険証など）と印鑑をご持
参ください。代理人の場合は、代理人選任届が
必要です。

　　なお、借地借家人で閲覧を希望するかたは身
分証明書と印鑑のほかに賃貸借契約書の提示が
必要になります。

問合せ＝総務税務課　税務係　☎76-5131

美里町指名競争入札経過
および結果（平成31年２月21日開札）

「広報みさと」「広報みさとお知らせ版」作成業務
納 入 場 所：美里町大字木部323番地１
入札対象額：4,259,400円 ( 消費税除く )　契約額：4,242,153円 ( 消費税含む )

業　者　名 入札価格 落札者・価格等
朝日印刷工業㈱ 3,927,920円 朝日印刷工業㈱

　落札価格：
3,927,920円
(消費税除く）

たつみ印刷㈱ 4,182,440円
㈱太洋社印刷所 4,547,560円
㈱アサヒコミュニケーションズ 4,580,960円
㈱コア 辞退
一般廃棄物収集運搬業務委託
履 行 場 所：美里地内
入札対象額：12,300,000円 ( 消費税除く )　契約額：10,260,000円 ( 消費税含む )

業　者　名 入札価格 落札者・価格等
児玉清掃㈱ 9,500,000円 児玉清掃㈱

　落札価格：
9,500,000円
(消費税除く）

㈱輝本商会 9,600,000円
㈱サニタリーセンター 11,200,000円
㈱第一総業 11,800,000円
㈱東庄 無効

資源ごみ回収業務委託
履 行 場 所：美里地内
入札対象額：1,680,000円 ( 消費税除く )　契約額：874,800円 ( 消費税含む )

業　者　名 入札価格 落札者・価格等
児玉清掃㈱ 810,000円

児玉清掃㈱
　落札価格：

810,000円
(消費税除く）

㈱第一総業 1,900,000円
永田紙業㈱ 1,920,000円
㈱輝本商会 1,944,000円
㈱サニタリーセンター 2,600,000円

河川水質検査業務委託
履 行 場 所：美里町大字中里地内外
入札対象額：760,800円 ( 消費税除く )　契約額：669,600円 ( 消費税含む )

業　者　名 入札価格 落札者・価格等

山根技研㈱ 620,000円
山根技研㈱
　落札価格：

620,000円
(消費税除く）

㈱熊谷環境分析センター 655,000円
旭ビル管理㈱熊谷営業所 1,041,500円
㈱サンワックス 辞退

美里町国民健康保険レセプト点検業務委託
履 行 場 所：美里町大字木部323番地１
入札対象額：1,090,000円 ( 消費税除く )　契約額：1,143,072円 ( 消費税含む )

業　者　名
入札価格

落札者・価格等１回目 ２回目

㈱エヌ・ティ・ティ・データ 1,873,800円 1,058,400円
㈱エヌ・ティ・ティ・
データ
　落札価格：
1,058,400円
(消費税除く）

㈱ニチイ学館 3,132,000円 辞退
㈱日本メディカ 無効 -

㈱オークス 無効 -

日本健保㈱ 辞退 -
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「
美
里
町
を
探
検
し
て
、
健
康
に

な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め

の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
ミ
ム
リ

ン
探
健
隊
（
保
健
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
合
同
事
業
の
運
動
教
室
）
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
美
里
町
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
中
で
は
、

各
地
区
（
東
児
玉
・
松
久
・
大
沢
）

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
美
し

い
自
然
や
遺
跡
な
ど
の
名
所
を
見
て

周
れ
る
コ
ー
ス
を
、
写
真
付
き
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
役
場
窓
口
で
配
布

す
る
ほ
か
、
ミ
ム
リ
ン
健
幸
ポ
イ
ン

ト
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
か
た
に

配
布
し
ま
す
。

　

気
持
ち
の
良
い
春
風
が
吹
く
中
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
美

里
町
を
探
検
し
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ミムリン探健隊の皆さんが

美里町スポーツ少年団  新入団員募集！
※男女を問わず入団できます。

誰だって最初は初心者だから、「まずは見てみよう」　「まずはやってみよう」
みんなが君を待っている！！

団　名 種　目 練習日と練習時間 練習場所 入団金 ( 円 ) 年会費 ( 円 ) 代表者・連絡先

美 里 Ｆ Ｃ サッカー
火 · 水午後６時30分～８時30分

体育広場 1,000
1～2年  9,000 坂 本 　 明

☎090-7639-51983～6年16,000土 · 日午前９時～正午

美 里 少 年 野 球 野　球 土 · 日午前９時～正午 遺跡の森グランド 1,000 12,000 中 兼 勝 美
☎76-3188

美里キャプテンバード バスケット
ボール

水 · 土午後６時～８時
町民体育館 1,000 12,000 細 村 知 樹

☎76-1446日（第２・４）午前９時～正午

柔 道 柔　道 月 · 木午後６時30分～８時30分 町民武道館 1,000 6,000 丸 山 　 保
☎76-1559

空 手 道 空手道 火（第１·３）・金
午後７時15分～９時 東児玉小体育館 0 12,000 高 橋 八位美

☎080-1189-5835

美里 Jr バレーボール バレーボール
火 · 金午後６時30分～９時

町民体育館 1,000 8,000 中 島 真智子
☎090-2310-8456日（高学年のみ）午前９時～正午

万 葉 の 里 太 鼓 太　鼓 土 ( 第１·３·５) 
午前９時15分～11時45分 町民武道館 1,000 3,000 秋 山 　 暁

☎76-4919
※上記の活動日時と場所をご確認のうえ、お越しください。不明な点などは、各少年団の代表者にご確認ください。

問合せ＝教育委員会事務局　生涯学習係　☎76-3431

２月27日　健康への取り組みの成果発表会に参加されたミムリン探健隊の皆さん

町ホームページからも
ダウンロードできます

美里町ウォーキングマップを作成しました！
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新しい本を紹介します。ぜひご来館ください。
一 般 書

サイモン・マクダーモット / 著
朝倉卓弥 / 訳

ハーバーコリンズ・ジャパン

　数年前、父・テッドはアル
ツハイマーを発症し、悪化の
一途を辿る。出口の見えない
日々に一筋の光をくれたのは、
幼い頃から父が愛した歌だっ
た -。アルツハイマーの父が80
歳で CD デビューするまでを描
いたノンフィクション。

児 童 書

　https://www.lics-saas.nexs-service.jp/misato/webopac/index.do

三和書籍／編
三和書籍

『メロディに咲いた花たち
～あなたは何曲口ずさめますか？～』

　梅、スイートピー、アカシア、
向日葵、コスモス、金木犀…。
童謡からJ-POPまで、題名や歌
詞に「花」が取り上げられてい
る456曲を紹介。そのうちの162
曲の歌詞を、美しい花の写真と
ともに掲載する。

かさい まり / 文　ゆーち みえこ / 絵
アリス館

『えらいこっちゃのいちねんせい』

堀米 薫 / 著
文研出版

『うみべの文庫』

　 小 学 校 っ て「 え ら い こ っ
ちゃ」がいっぱい ! やること
も時間も決まっていたり、授
業中にトイレに行きたくても
ガマンしたり、学校内で迷子
になったり…。初めて小学校
に行く子どものがんばりを描
いた絵本。

　宮城県塩竃市に住む長谷川ゆ
きさんは、集めていた絵本を東
日本大震災で津波により失い、
家庭文庫を開く夢を諦めかけた。
そんな彼女のもとに支援の絵本
が届けられ…。絵本と人の出会
いを見てきたゆきさんの活動を
追う。

鎌田 歩/ 作
アリス館

『そらのうえのそうでんせん』

　電気を遠くまで届ける送電線。大きな鉄塔に支え
られ、日本中に網目のように広がる送電線の上で作
業をする「ラインマン」たちの仕事を描く。

ユリアン・ブレス / 作・絵　大社玲子 / 訳
岩波書店

『くろグミ団は名探偵　消えた楽譜』

くろグミ団の子どもたちは、甘いお菓子より、なぞの
事件が大好き! 連続万引き事件の犯人、作曲家が残した
秘密のメッセージ…。くろグミ団の子どもたちといっ
しょに、絵をじっくり見ながら４つの事件を解決しよう!

『父と僕の終わらない歌』

森の図書館　大型連休中の開館日について　　【開館日○　休館日×】

４月 ５月

27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ １日㈬ ２日㈭ ３日㈮ ４日㈯ ５日㈰ ６日㈪

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

開館時間：午前10時～午後５時
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美里町公共交通(タクシー)
利用料金補助事業
　町では、住民ニーズに合った利便性
の高い公共交通サービスとして、自動
車運転免許証の交付を受けていないか
たなどに、タクシーを利用した「公共
交通 ( タクシー) 利用料金補助事業」を実施しています。
　日常生活において必要とされる医療機関・買い物場
所・公共施設・金融機関・駅への移動手段確保として、
タクシー券を交付します。

■利用券の額など 
年間交付限度枚数＝72枚（500円券）36,000円分
使用限度＝１回の乗車につき３枚（1,500円）まで
�■利用目的�　
美里町を発着とする通院、通所、買い物場所・公共施
設・金融機関・駅への移動
�■対象者 
自動車運転免許証の交付を受けていないかた（40歳以
上）など
�■申請方法 
総合政策課の窓口で受付をしています。
※利用者証を作成しますので、本人の写真が必要です。
※ご家族のかたなど、代理申請でも受け付けします。

タクシー運賃の一部を助成します！

問合せ＝総合政策課　まち創生係　☎76-1114

善意のご寄附、
ありがとうございます

速水梅子様　
寄附金　１，０００，０００円

速水様からいただいたご厚情は、
美里町立図書館の児童用図書購入
のために活用させていただきます。

　平成30年北海道胆振東部地震により被
災された皆さまに、心からお見舞い申し上
げます。
　皆さまからお預かりした義援金の総
額は、8,374円（３月末現在）となりま
したので、ご報告させていただきます。
　ご協力いただいた義援金は、日本赤十
字社を通じて被災地にお届けしました。た
くさんのご支援ありがとうございました。

問合せ＝ 
　総務税務課　総務係　☎76-1115
　美里町社会福祉協議会　☎76-3601

平成30年北海道胆振東部地震
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好
子

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

～鼠
ねずみ

～

人差指、中指を口の前で
屈伸させる

 

短
歌

義援金にご協力
ありがとうございました！
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日
常
会
話
が
で
き
る
技
術
習
得

「
児
玉
郡
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
・
基
礎
課
程
」
を
開
催

　

聴
覚
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
制
度

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
手
話
で
日

常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
７
日
～
12
月
17
日
の
毎
週

火
曜
日
（
休
み
あ
り
）
の
全
27
回

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝
児
玉
公
民
館　

会
議
室
２
・

３
（
第
４
火
曜
日
の
み
調
理
室
）

定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

対
象
＝
本
庄
市
児
玉
郡
在
住
・
在
勤

で
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
を
修
了
し
た
か
た
、
ま
た
は
同

等
の
技
術
・
知
識
を
有
す
る
か
た

費
用
＝
３
、２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
み
＝
４
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ

※
託
児
を
希
望
の
か
た
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
24
‐
２
７
５
５

日
時
＝
５
月
10
日
～
11
月
１
日
の
毎
週

金
曜
日
（
8
月
16
日
を
除
く
）
の
全

25
回　

午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
本
庄
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ　

活
動
室
D
）

定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

対
象
＝

①
本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
で
、
こ
の

講
座
終
了
後
は
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
を
受
講
す
る
意
思
の
あ
る
か
た

②
手
話
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
修
了

し
た
か
た

③
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修
了
し

た
か
た

費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

申
込
み
＝
電
話
ま
た
は
直
接
本
庄
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ

問
合
せ
＝
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22
‐
７
２
７
５

今
を　

未
来
を　

守
る
!!

２
０
１
９
年
度

　

自
衛
官
募
集
案
内

【
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
！
】

一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・

薬
剤
科
）
採
用
試
験

受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈬
ま
で

【
現
場
の
ス
ペ
リ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
！
】

一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間
＝
５
月
15
日
㈬

受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
33
歳
未
満

【
締
切
直
前
！
】

家
族
・
進
路
説
明
会

日
程
＝
４
月
30
日
㈫
・
５
月
１
日
㈬　

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
＝
熊
谷
地
域
事
務
所

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
自
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部　

熊
谷
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
４
８
５
５

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す

　
　

受
験
資
格
＝

◎
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

◎
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
か
た
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

　

①
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
お
よ
び

平
成
32
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
か
た

　

②
人
事
院
が
①
に
揚
げ
る
か
た
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
か
た

申
込
期
間
＝
４
月
10
日
㈬
ま
で

申
込
方
法
＝
原

則
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込

み
試
験
日
＝

　

第
一
次
試
験　

６
月
９
日
㈰

　

第
二
次
試
験　

７
月
11
日
㈭
～
19

日
㈮
の
い
ず
れ
か
（
第
一
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

問
合
せ
＝

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

美
里
町
青
少
年
相
談
員
募
集

　

青
少
年
相
談
員
と
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
」
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
助
け
る
た
め
に
活
動

す
る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
、
体

験
活
動
を
通
し
て
一
緒
に
成
長
し
ま

せ
ん
か
！？

対
象
＝
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
か
た

で
、
美
里
町
な
ど
の
活
動
・
研
修

に
参
加
で
き
る
か
た

問
合
せ
＝
住
民
福
祉
課　

戸
籍
福
祉

係　

☎
76
‐
５
１
３
２

学
ん
で
伝
え
よ
う
!!

平
成
31
年
度　

手
話
通
訳
者

養
成
講
座
（
準
備
コ
ー
ス
）

申込み先ＱＲコード
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買
物
を
し
な
が
ら
の
調
査
で
す

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

　

日
頃
の
買
物
を
通
し
て
食
品
販

売
店
で
食
品
の
表
示
を
確
認
し
、

定
期
的
に
県
に
報
告
し
ま
す
。

対
象
＝
県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
か

た
※
６
月
14
日
㈮
ま
た
は
6
月
18
日
㈫

の
研
修
会
に
参
加
で
き
る
か
た

定
員
＝
１
０
０
名

申
込
み
＝
4
月
18
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
選
考
結
果

は
5
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

そ
の
他
＝
謝
金
５
、０
０
０
円

　

（
交
通
費
な
ど
の
支
給
な
し
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
県
農
林
部
農
産
物
安
全
果

総
務
部
・
食
品
品
質
表
示
担
当

　

☎
0
4
8
‐
8
3
0
‐
4
1
1
0

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
お
知
ら
せ

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
の

ご
案
内

　

10
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
率
引
上
げ
の
際
、
軽
減
税

率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

税
率
８
％
と
10
％
の
異
な
る
税

率
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は

様
々
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
は
軽
減
税
率
に
対

応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や
受
発
注
シ

ス
テ
ム
、
請
求
書
の
発
行
を
行
う

シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
導
入
に
対
す

る
事
業
者
向
け
の
補
助
金
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、

お
電
話
に
て
お

問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
＝
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

事
務
局
（
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
内
）

　

☎
０
１
２
０
‐
3
9
8
‐
1
1
1

看
護
は
変
わ
る　

未
来
の
た
め
に

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

　

看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
あ
な

た
！　

看
護
・
介
護
に
興
味
が
あ
る

か
た
！　

実
際
に
白
衣
を
着
て
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
＝
５
月
18
日
㈯　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
２
時

場
所
＝
本
庄
総
合
病
院

定
員
＝
12
名
（
高
校
生
以
上
・
応
募

多
数
の
場
合
、
抽
選
）

申
込
期
限
＝
４
月
25
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ
＝
本
庄
総
合
病
院　

看
護
部
長　

☎
22
‐
６
１
１
１

お手軽クッキングお手軽クッキング 216 キャベツとひき肉の重ね蒸し
～減塩レシピ～

キャベツ………400ｇ
豚ひき肉�………300ｇ
玉ねぎ………… 80ｇ
サラダ油�……小さじ１
にんじん�……… 80ｇ
生しいたけ�…… 60ｇ

① キャベツは1枚ずつはがし、熱湯でかためにゆで、ざるにとっ
て冷ます。芯は平らにそぎ落とす。

② 玉ねぎはみじん切りにしてサラダ油で炒め、冷ます。ボールに
入れ、ひき肉とⒶを加えてよく混ぜる。

③ にんじんは千切りに、しいたけは軸を除いて薄切りにする。
④ 直径16～18㎝の鍋の中に①の１/３量を全体に敷き、その上に

②の半量をのせておさえつけるようにのばし、③の半量を重ね
入れる。残りのキャベツの半量を重ね、残りの②③を同様にし
て順に入れ、残ったキャベツでふたをするようにかぶせて詰め
る。Ⓑを合わせて注ぎ、ふたをして弱火にかける。

⑤ 肉に火がとおったら、汁をとりわけ、重ね蒸しを４等分に切り、
器に盛る。汁を温めてかける。協力：美里町食生活改善推進員連絡協議会

※食改会員さんを募集しています。詳しくはお問い合わせください。　　[ 問合せ ] 保健センター　健康増進係　☎76-2855

１人当たり
エネルギー 塩分
228kcal 1.8g

作り方材料 （４人分）

パン粉…… 大さじ２
牛乳……… 小さじ４
卵…………１/２個分
塩……… 小さじ1/2
こしょう……… 少々

Ⓐ

軽減税率対策補助金事務局
ＨＰのＱＲコード

だし汁� …………50ml
酒�………… 大さじ１
塩�……… 小さじ1/2
しょうゆ�… 小さじ1/2

Ⓑ

入会歓迎！　こちら「シルバー人材センター」です
シルバー人材センターでは、年間を通じて新規会員を募集中です。
町内に在住の60歳以上のかたで、働く意欲のある健康な人を歓迎
します。くわしい内容を知りたいかたは「入会説明会」にご参加
ください。お待ちしています。

申込み・問合せ＝シルバー人材センター（遺跡の森館内）☎76-5430

■入会説明会
日時＝４月17日㈬　午前10時30分～
場所＝遺跡の森館
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　１つは、皆さんがよく知っている「１１０番」。
　もう１つが「警察相談専用電話『＃９１１０』」です。
　緊急ではないが警察に相談したいことがある、という場合
は『＃9110』へ。
＊24時間受付（夜間および土曜日・日曜日・祝日・年末年始
は当直対応となります。）
■プッシュ回線：#9110　■ダイヤル回線：☎048-822-9110

警察とみんなを結ぶ２つの「ホットライン」

　急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受
診すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に迷っ
たときはお気軽にお電話ください。
■相談時間＝毎日24時間
■電話番号＝ ＃7119　☎048-824-4199（ダイヤル回線、IP 電話、

PHS をご利用の場合）
※次の番号からも電話をかけられます。
　○大人の救急電話相談　#7000
　○小児救急電話相談　#8000　または　☎048-833-7911
※利用上のお願い
　この電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイスに
より、相談者の判断の参考としていただくものですので、あ
らかじめご理解のうえ利用ください。
■問合せ＝埼玉県保健医療部医療整備課　☎048-830-3559

○大人の救急電話相談・小児救急電話相談
　（全国共通ダイヤル＃7119で365日、24時間実施）

　救急車を呼ばなくても病院へ行くことができる場合は、児
玉郡市広域消防本部指令課（☎24-1119）で医療機関の情報
をご案内します。

○医療機関情報の問い合わせ（24時間）

　休日の軽症の内科系診療は、本庄市児玉郡医師会
医師により本庄市保健センター内の休日急患診療所で
行っています。受診するときは健康保険証をお忘れなく。
　　☎23-3322　　診療科：内科系疾患
診療時間　午前９時～午後４時（正午～午後１時除く）
　　　　　午後７時～10時（受付：９時45分まで）
住　　所　本庄市北堀1422-1（本庄市民文化会館隣）
※４月30日㈫～５月２日㈭の休日診療は休診となります。

大型連休中に診療を実施する医療機関については、町
ホームページでご確認ください。

○休日診療

　毎週木曜日に、休日急患診療所で内科系
疾患の夜間診療を行っています。
　　☎23-3322　　診療科：内科系疾患
診療時間　毎週木曜日 午後８時～10時 （受付：９時45分まで）
※木曜日が祝日・年末年始（12月30日～１月３日）にあた
る場合の診療時間は、休日診療と同じです。

○平日夜間診療

○在宅当番医療機関  ※診療は午前中のみです
休日の急患診療は、郡市内医療機関が輪番で行っています。

月　日 医療機関名 電話番号
４月７日㈰ 田 所 医 院 ☎22-3445
４月14日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク ☎35-1116
４月21日㈰ 寺 坂 医 院 ☎22-3343
５月12日㈰ 中 沢 皮 膚 科 ☎22-1112

※４月21日㈰は耳鼻咽喉科のみ午後５時まで診療します。

戸籍の窓口（敬称略）

　住宅用太陽光発電設備が出火元の火災事
故が平成20年３月から平成29年11月まで
に全国で127件ありその調査結果が消費者
庁から発表されました。
　発表によると、設備の経年劣化や接続不
良などで火災事故の可能性があるため、定
期的な保守点検などを実施することが重要
であるということです。
　住宅用太陽光発電設備を設置されている
かたは、設置業者に相談して点検を実施す
るなど、火災事故が起こらないように気を
付けてください。
問合せ＝消費者庁消費者安全課
　　　　　☎03-3507-9137
　　　　埼玉県消費生活支援センター熊谷
　　　　　☎048-524-0999

住宅用太陽光発電設備による
火災事故に注意してください

この欄に掲載を希望されないかたは届出時に窓口または総合政策課へお申し出ください。

２月届出分 ２月16日～３月15日届出分

お誕生おめでとう
名　前 （世帯主） 行政区

堀
ほり

内
うち

　結
ゆい

翔
と

（雄　太） 下児玉

淺
あさ

香
か

　結
ゆ

愛
あ

（英　行） 駒　衣

お悔やみ申し上げます
名　前 （世帯主） 行政区

堀越ゆふ子 （ - ） 関

塩野谷　清 （ツヤ） 南阿那志

吉田　美子 （ - ） 北阿那志

磯野　けい （ 隆 ） 小茂田

小池　良一 （ - ） 小茂田

原　　富子 （和子） 小茂田

町田　シヅ （藤枝） 下児玉

上山　妙子 （ 勇 ） 北十条

福島　映雄 （秀信） 北十条

小林　順浩 （永江） 木　部

山 美江 （國 作） 古　郡

雷坂　幸男 （ - ） 中　里

天田美代子 （ - ） 猪　俣

福島　敏男 （里美） 大　仏

人口と世帯  (　) 内は前月比です

（３月１日現在外国籍のかたも含みます）

人口 11,221人 （－11人）
男 5,663人 （－３人）
女 5,558人 （－８人）

世帯 4,347戸 （＋１戸)
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　１歳のお誕生日おめでとう♡
これからもお姉ちゃんと仲良く元
気に成長してね！
　いつも癒しをありがとう♡

〈平成30年４月４日生〉

田
た

島
じ ま

　新
あらた

ちゃん （北阿那志）

　６月に満１歳の誕生日を迎えるお子さんの受け付けを
しています。４月26日㈮までに総合政策課へ☎連絡を！お知らせ

満１歳
はじめての誕生日

　　　
　おめでとうございます

　お日様のように皆を明るく照らし
てくれる日菜ちゃん♡毎日たくさん
の幸せをありがとう！皆に優しくで
きるお姉さんになってね。

〈平成30年４月26日生〉

櫻
さくら

沢
ざ わ

日
ひ

菜
な

子
こ

ちゃん （北阿那志）

　１歳のお誕生日おめでとう。毎日
過ごす時間がとても幸せだよ。これ
からも元気で優しい子に育ってね♡
生まれてきてくれてありがとう。

〈平成30年４月３日生〉

小
こ

池
い け

　桜
お う

維
す け

ちゃん （小茂田）

「美しの里フォトコンテスト」入賞者発表
ご
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
部
門
】
町
田
正
雄 

様

『
広
木
屋
台
』

【風景部門】 斎 藤 重 利 様
『新緑とカタクリと』

【イベント部門】舟 山 俊 策 様
『関の獅子舞』

　

詳
細
に
つ
い
て
は
美
里
町
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
美
里
町
観
光
協
会

　

☎
76
‐
５
１
３
３

佳作
【風景部門】 【イベント部門】

分 須 洋 子  様 斉 藤 重 利  様
足立由紀子  様 町 田 正 雄  様
丸 山 　 毅  様 板倉有希子  様

【
風
景
部
門
】

新
井
あ
ゆ
み 

様

『
蓮
の
花
』

ミムリンツイッターもみてね♪

３月15日（金）

　今日は美里中学校の卒業式に行ってきたよ。
　卒業式では、３年間を振り返って涙を流して別れを
惜しんでいる姿もあって、ミムリンもなんだか寂しく
なったよ。
　でも、同じ空の下、みんな繋がってるからいつだっ
てひとりじゃないよ！それぞれの光り輝く道を、自分
らしく歩いていってね！
　みんな卒業おめでとう！！


